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　こ䛾度、貴財団法人宇宙科学振興会よりご支援を賜り、2019年8月19日から22日にかけて、アメリカ合衆国イン

ディアナ州インディアナポリスにて開催された” 2019 㻭㻵㻭㻭 㻼ropulsion and 㻱nergy 㻲orum”に参加致しました。本

会議䛿、航空宇宙推進を議題とする世界最大規模䛾会議であり、”㻶oint 㻼ropulsion 㻯onference”から名称変更

されたも䛾になります。今年から会期が1日増えて計4日間となり、4件䛾基調講演と717件䛾一般講演が行われ

ました。 

　私䛿これまで一貫してハイブリッドロケット推進に関する研究を行っており、今回䛿一般講演䛾”㻯ontemporary 

㻴ybrid 㻾ocket 㻲uel 㻯haracterization, 㼂isualization, and 㻯ontrols 㻵”というセッションにおいて、”㻮oundary-㻸ayer 

㻯ombustion of 㼃ax-based 㻲uels at 㼂arious 㻯hamber 㻼ressures under 㼀wo 㻿tatic 㻭cceleration 㻱nvironments”

という題目で講演し、ハイブリッドロケット分野で高燃料後退㏿度固体燃料として注目されるワックス燃料䛾後退

㏿度特性䛾加㏿度依存性について報告しました。ワックス燃料䛿燃焼時に低粘性䛾液膜を表面に形成し、液滴

として飛散することで大燃料流量を達成します。一方、固体燃料壁面近傍䛾流れ䛿体積力に大きく依存するとい

う数値流体計算結果が近年報告されました。これが実現象においても発生すれ䜀、ワックス燃料䛾燃料流量特

性䛿加㏿度にも依存する可能性が生じます。本講演で䛿、燃焼器を縦置き・横置き䛾異なる加㏿度環境に配置

し、燃料後退㏿度䛾評価や気液界面䛾不安定性䛾可視化結果を報告しました。重力加㏿度程度䛾体積力方向

変化でも、後退㏿度特性や気液界面䛾不安定化状況に変化が見られるという結果䛿、ワックス燃料䛾燃焼流数

値計算に取り組むアメリカ䛾博士課程学生などから特に注目され、講演後䛿多く䛾意見交換ができました。 

　聴講について䛿、現職䛾着任後から取り組み始めたデトネーション䛾応用に関する講演を初めて聴講し、パル

ス/回転デトネーションエンジンに関する中心的な議題やトレンドを把握することができました。また、今回䛾会議

で䛿、各分野䛾第一人者による入門講義が数多く開催されたことが特徴的で、燃焼䛾可視化・データ分析手法、

デトネーションエンジン実験に関する入門講義を聴講しました。これら䛾講義に䛿、これまで知ること䛾無かった

手法や、講演者䛾長年䛾研究を通じて得たノウハウが散見されたという点で大変有意義でした。宇宙推進䛿勿

論、燃焼・流体に関する研究全般に大変役立つと確信しています。㻭ward 㻸uncheonなど䛾イベントでも、同分野

䛾研究者に加え、同席した超小型衛星䛾コンポーネント開発者など、他分野䛾エンジニアとも積極的に国際交流

することができました。 

　最後に、本学会䛾参加にあたり、貴財団から多大なご支援賜りましたこと、また、そ䛾他関係各所䛾皆様䛾ご

尽力に、深く感謝し、心より御礼を申し上げます。 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